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クロマツの2針葉と3針葉短枝。
新潟青陵女子短大前庭で見た3葉短枝の比較。
9・5・4針葉の短枝。
短枝の鱗葉部の比較。
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3針葉と1針葉のクnマツ ノ9
em以内）で年次差を与えてよいか否かを迷った。更に本樹の7段は非常に良く発育していた。
　この結果を表2に示す・即ちA5では上部ほど3針葉短枝をもつ長枝が多く，第1段では70％
以下66・6％・50・0％と過半数に及び・第4段以下はすくなくなっている。そして全樹では約40％
である・A6では第1段と第2段ではA5とほぼ同様で，第3段と第7段とが過半数を占め，4
・5・6段がすくない・5・6・7段が主幹に着生する部位の近接は前述したが，全樹としては
過半数の長枝が3針葉短枝をもっている。
　この2樹では最上段が3針葉長枝が多く，両樹ともに発育と何か関係があるように思われる。
このことはA群の他樹についても近似現象が認められた。
　また4針葉短枝など多葉短枝が何れも頂部近くに出現したことも（A5・A6・A15），注目
を要する点である。
　A群で2針葉（長さUem前後）と3針葉（長さ9・－12emほど）との葉長の比較は数的統計を行
わなかったが・両者聞に特に差はないようだったが（図3・4），4針葉以上の場合には短小の
ようである。
　4針葉は長枝の中程又は下部と不定で，しかも4短枝を見たにすぎなく，　5針葉短枝は更に勘
く2個だけで・9針葉は1例にすぎなく，これらは何れも長枝の基部にあった（図2）
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図7　　クロマツのヒトツバ。
　　　・）ヒトツ・轡葉○印と2針葉短枝とをもつ長枝。　　b）2金襟長枝
　　　・）ヒトツバ矧支先端2叉。　　d）針葉の申部で接着した短枝。
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新潟砂丘の1針葉クロマツ
　1針葉のクロマツは前記の各樹には発見できなかったが，新潟市小針西1丁目の私宅で1本だ
け見られた。この樹は約20年生のもので，1979年の短枝で4長枝だけを観察した。
　長枝1は2針葉短枝32：1針葉7，
　長枝2は2葉のもの13：1〃4，
　長枝3は2葉のもの5：1〃　1，
　長枝4は2葉のもの44：1〃2，で何りも2葉合せて1葉と見える2尖型で，調査した全短
枝の約13％が1針葉であった。
　ここはA地点から西南約7．5km，標高は20　mほどである。
　なおこの型のヒトツバノマツは本草図譜では「真の1針にあらず2葉合て1葉と見ゆれどもと
がる処二尖なり」。熊沢（1979）は「普通のように2針葉であるが，それが合着しているにすぎ
ず，組織，構造も普通の針葉2個と何等異ならず，基部には短枝の頂端組織が包蔵されている」
という。
文献等による3葉松・1葉松
　日本産マツ属Pinnsには短枝に2針葉を束生するもの　クロマツP．　thunbergii　．アカマツ
P．densifloraのほかに外来種のカイガンショウP．　pinasterがある。本種は昭和初年頃まで新
潟県醸造試験場前（新潟市水道町）の道路上に並木状に美しく植栽されており，非常に良発育だ
った。「葉が長いせいでしようか，雪に弱いようですね」と新潟高等学校（旧制）真保一・輔教授
に御教示を頂いた思出がある。その後の道路整備に際し全部伐採された。
　5葉のものには，ゴヨウマッP．PentaPhylla・ハイマッP．　Pumila。チヨウセンゴヨウP・
koreaiensisなどがあり，　3葉のものは外来種のダイオウシヨウP．　Palzastris・シロマツP．
bungeanaなどがある。
　邦産2針葉性マツの1葉と3葉については徳川時代から図説されていた。
　岩崎常正：本草図譜76香木部，ヒトツハノマッ2系統，サンゴノマッ（ミツバノマツ）を図説
し，その産地も示している。（大正版による）。
　Siebold，　F．，1870：Flora　Japonica，2－26　　1針黒松
　Mayr，　H．，1890：Monographie　der　Abieteen　des　Japanischen　Reiches，69－95，黒松
（ヒトバノマツ，サンゴノマツ・ミツバノマツ・クロイチェフマツ・アカヒトバノマツ。）
　藤井健次郎，1895：赤松の雌花と雄花とのReplacementに就て，附松柏科植物の果実の姿
勢に就て。植雑，9，224－225。赤松の3葉・’4葉。
　白井光太郎，1924：植物妖異考。342－346，1針松・3針松。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スイゲン　植木秀幹，1928：朝鮮産赤松の樹相及び是か改良に関する造林上の処理に就いて，水原高農林
学術報告，3－38，3葉赤松。
　Fischen，　J．，1930：Beisner’s　Handbuch　der　Nadelholzkunde，3　Auf－394。
　久内清孝，1935：単葉松を語る。植研。11，177－180。
　Miki，　S．，1939：0n　the　Remains　of　Pinus　trifolia　n．　sp．　in　the　upPer　Tertiary　from
Central　Honsyu　in　Japan．　Bot．　Mag．　Tokyo．53．239－246。第3紀の化石で3葉と4葉，
　オォミヅバマツ。
　小倉　謙，1940：植物形態学，279，1葉赤松。
　古沢潔夫，1941：植雑，55．109－111。Pinus　densiflora　f．　subtrifoliatαf．　nov．ミッバ
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アカマツ。
　藤田哲夫，1949：植物崎形学。クロマツbアカマツの1又は3枚，ゴヨウマツの6－7枚の変
数性崎形。
　三浦等監修，1962：日本老樹名木天然記念樹。三鈷の松。
　石井等編，1969：最新日本園芸大辞典。2150－2156，　1葉の赤松：1葉の黒松・3葉の黒松，
等の報告がある。
　また古くから知られた高野山三鈷の松がある。和歌山県高野町高野山御影堂前にあって同町文
化財審議会では「クロマツで全部の針葉は3本でありませんが個体には3本のもの多し。いまの
三鈷の松は第5代目です。　（下略）」と解答を頂いた。
　林孝三氏から東京農業大学の農学科と林学科の教授の方々のお話として次の諸点を教えて下さ
った（1部文意を損しないように改変や省略した）。（1）茨城県水戸以北の地方では，赤松・黒
松ともに播種より2－3年の間はともにすべて3葉，その後2葉となる傾向が認められ，以後は
2葉で3，葉は混じらない。（2）これとは別にミツバアカマッというのが知られており長枝の下部
看は3葉，上部昔は2葉をつけ永年にわたりそのサイクルを繰返す。古沢潔夫博士が群馬・栃木
両県境の袈裟丸山で発見，Pinus　4ensiflorαSieb．　et　Zucc．　forma　subtr　ifo　liαta　Hurusawa
（Bot．　Mag．　Tokyo．　vol．55．109；1941）と記載した。（3）古い時代の化石から固定した3葉
松が発見されているという（前記のMikiの論文参照）。
　石沢進氏からは新潟市の造園業者の談として，時折3葉松が発見されるがその次年には2葉と
なるとの電話を頂いた。
　池上義信氏は越後・佐渡の各種植物を精査されているが，かつて新潟浜で3葉松を見たと御教
示を頂いた。
考 察
　以上の観察と文献とを綜合するとクロマツとアカマツの3針葉には，A）年次毎に繰返して発
生するもの，B）特定時に偶発するものと2大別できる。
　Aには三鈷の松・古沢（1941）のミツバアカマツ・園芸品種のミッバマツなどがあり，Bには
新潟海岸の3針葉クロマツ・前記茨城県水戸以北の若松の3葉・植木（1928）朝鮮産赤松の3葉
などがある。
　マツ属PinUSの針葉は何時，どんな条件で決定されるか。
　古く藤井（1895の1）は「赤松に3葉の短枝を局部に多く生ずることあるは秋期に生長の止み
つxあるとき或は他の事情によりて生長を止められるに際し急に養料を増加するときにあるが如
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スイゲンし（下略）」，と述べており，植木（1928）は「水原に於ける栽培の実験によれば3葉のものは，
生育の可良なる苗に多きを見る」。又天然生或は人工造林地でも同様の結果を見る。要するに栄
養分多量にして細胞分裂盛なる時に於て3葉を生じ易い。更に1年生苗では生長のよいものの52
％は3葉を有することを報じている。
　篠遠・中村（1938）は「アカマツの若い茎に傷をつけるとその場所のpH値が小となる」と報
告しているが，古くから勇定その他の機械的傷害により，針葉数の変異と関係するといわれてい
るのとpHととの関連はなかろうか。
　塙（1967）は東京産アカマッ腋芽の生長は10月末までつづく，それまでの期間に短枝の生長点
は9－12の鱗葉を生ずる。それにっついて針葉の原基が形成されるが，それは休眠前に形成され
る場合と翌春枝の伸長開始に先立って生ずる場合と見られた。生育地の気候条件がよければ生育
期間がのびて休眠前に生ずるものと思われる。
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ハイマッP．Pumilaは岩木山で9月上中旬に休眠期にはいるが，
表3
それまでに8－10枚の鱗葉
4ゴ…潅：｝
図8　アカマツの短枝葉序（塙，原図）
　　　N：針葉，S：短枝の鱗片状蓋葉
∴u．
1－12：短枝上の鱗片葉，
新潟の月別気温
年平均
（1941－
　1970）
1974
1975
1976
1977
1978
年平均
（1941－
　1970）
1974
1975
1976
1977
1978
1
平均最高最低
1．8
1．8　4．1
1．4　4．0
1．5　4．5
－0．2　2．4
2．8　5．5
一〇．5
－0．8
－1．4
－2．5
0．0
7
平均最高最低
24．2
22．8
24．4
23．5
24．5
27．1
26．1　20．1
28．2　21．0
27．5　19．9
28．0　21．7
31．1　23．8
2
平均最高最低
1．9
1．5　4．4
1．3　4．2
2．9　6．1
0．7　3．6
0．4　2．8
一1．5
－1．4
－O．5
－2．3
－2．1
8
平均最高最低
25．9
26．0
26．7
23．2
24．5
27．2
30．2　22．5
31．0　22．6
26．9　19．8
28．1　21．6
31．5　23．4
3
平均最高最低
4．7
3．7　　6．8　　0．6
4．8　　8．4　　1．5
5．2　　9．0　　1．3
5．6　　9．7　　1．9
4．9　　8．6　　1．3
9
平均最高最低
21．4
21．1　24．9　17．5
23．5　27．7　19．8
20．2　23．9　16．7
22．0　25．7　18．4
21．3　25．0　17．8
4
平均最高最低
10．4
10．7
11．7
9．6
10．3
10．8
15．3　6．4
16．4　7．8
14．6　5．4
14．5　6．3
15．2　6．4
10
平均最高最低
15．4
15．2　18．7
15．8　19．5
14．9　18．7
16．4　21．2
15．5　19．7
15．1
12ユ
11．4
11．7
11．4
5
平均最高最低
15．7
16．2　21．2　　12．0
15．7　19．9　12．0
15．7　20．0　11．7
14．9　18．8　11．2
16．5　21．0　12．9
11
平均最高最低
9．8
8．4　12．2　　4．8
11．0　14．9　　7．0
8．3　12．5　　4．0
11．7　15．4　　8．1
10．0　13．4　　6．4
6
平均最高最低
19．9
20．4　24．2　17．1
0．2　23．3　17．4
9．7　22．7　17．0
20．2　24．0　17．0
1．4　25．0　18．4
12
平均最高最低
4．7
3．4　　6．3　　0．7
4．1　　6．9　　1．6
4．3　　7．4　　1．2
6．2　　9．4　　3．1
5．7　　9．6　　2．1
年平均は昭和54年理科年表，1974－，78は新潟地方気象台地上気象観測月原簿による。
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と5針葉原基を生ずる（塙，1972）。
　Sacher，　J．　A．，（1955）はCalifomia，　BerkeleyのP．1αmbertianαでも休眠に入る前に
すでに鱗葉と5針葉が形成される。
　即ち日本産アカマツ・ハイマツ・米国産P．lambertianαでは春に展開する針葉原基は前の年
の夏秋に形成されるようである。
　然らば正常数の針葉がその数を増減する異常形成はどんなしくみで葉原基が茎頂分裂組織（生
長点）に起るのであろうか。外的要因か，内的要因か。
　かりに養料の多量がその原因になるとすれば，その時期は夏秋以前ではなかろうか。新潟砂丘
での1978年に3針葉短枝の多発は前年の肥料か勇定か。青陵短大前庭だけについても前者では記
録は不明で，後者は幼齢実生松ではほとんど実施しなかったようである。肥料・勇定以外の要因
があるか否か。
　それで新潟での気象条件を調査した。年平均の気温と1978年から5年間を遡って年次別に表3
に示し牟。
　3針葉短枝の多発した前年（1977）夏秋と，その平均気温とでは前者がやや，たか目にすぎな
い。しかしこの年の1－2月は著しく寒冷しかも多雪で3月から気温が急上昇している。その他
の諸条件については未調査で，次年次以降の観察と短枝発生の組織学的研究とを切望する。
お　わ　り　に
1）新潟市海岸砂丘のクロマッPinzas　thunbergiiに1978年に20年生位の樹林で多発した3針
　葉短枝を観察した。この変数性変異はその前年にも，次年にも見られない個体が多かった。
2）　しかし2年にわたって発生した個体も少数あった。
3）　また3葉の落葉が80年生ほどの大木下で，2－3個所収得された。
4）　1針葉のクロマツもあったが，これは2尖型である。
5）本邦産クロマツ・アカマッの1葉や3葉に関する文献を調査したが，その葉数変異の発生学
　的研究は知ることができなかった。
参　考　文　献
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